
地球にもっとも近い天体の名前に由来する元素
はどれでしょう？
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１．硫酸工場から発見された元素

スウェーデンの化学者イェンス・ヤコブ・ベ

ルセリウス（１７７９‐１８４８）は、ストックホルム

郊外にある硫酸製造工場を鉱山監督官のヨ

ハン・ゴット リーブ・ガーン（１７４５‐１８１８）

（１７７４年マンガンの単離に成功）と共有し

ていました。スウェーデンで最も古い銅鉱山

から採掘された黄鉄鉱を原料として硫酸を

製造していたのです。１８１７年の夏、ベルセ

リウスは工場で、硫酸に混ざって硫黄とよく

似た元素テルルを見つけたと思いました。テ

ルルは、１７８２年にすでに発見されていた元

素です。二酸化硫黄のにおいに混ざってテ

ルルがあると思ったのですが、残念なことに、

テルルは存在していませんでした。そして翌

年、友人に次のような手紙を送りました。

「ガーン氏と私がテルルだと思っていたも

のが、興味ある諸性質をそなえた新しい物

質であることを知りました。この物質は金属

性を持っているのですが、それは新種の硫

黄ではないかと思われるほどに硫黄の性質

を帯びたものです。（中略）昇華させると、そ

れは赤い辰砂色の華の形で堆積しますが、

それにもかかわらず酸化されることはありま

せん。（中略）この新しい物質を炎と熱する

と、それは藍青色の炎をあげて燃え、きわめ

て強いハツカダイコンのにおいを放ちます。

私たちがそれをテルルだと考えたのはこのに

おいのためでした。テルルに類似していること
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がこの新物質にセレンと名付ける理由となりました。」

元素発見の生き生きした現場の様子が想像され、発見の喜びが伝わってきます。

こうしてベルセリウスとガーンは、セレンの発見者となりました。においが新元素の発見

のきっかけになった興味深い例となりました。また、テルル（Ｔｅ）がラテン語の地球

（テラス）を語源とされたことに対して、セレン（Ｓｅ）はギリシャ語の月の女神（セレー

ネ）にちなんで名づけられたことにも興味深いものがあります。

セレンが月に由来して名づけられたことは、セレンがテルルに極めて近い化学的性

質を持っていたため、地球にもっとも近い天体として月が選ばれたのではないかと推

定されます。あるいは、セレンの色が化学的状態によっては黄色、赤色、あるいは青

色に変化する様子が月の色の変化に対応していると想像されたかもしれませんが、

本当のところは謎につつまれています。

こうして、硫黄―セレン―テルルの化学的類似性がわかりました。この関係性に感

動したのは、ドイツの化学者ヨハン・ヴォルフガング・デーベライナー（１７８０‐１８４９）で

した。彼は、１８１７年までに発見されて

いたカルシウム―ストロンチウム―バリ

ウム、リチウム―ナトリウム―カリウム、

硫黄―セレン―テルルの化学的類

似性に気づき、その後発見された元

素、塩素―臭素―ヨウ素の関係性を

加えて、１８２９年に元素の整理法と

して三つ組元素（ｔｒｉａｄ）説を唱えました。

ロシアの化学者ドミトリ・イヴァーノヴィ

チ・メンデレーエフ（１８３４‐１９０７）が

１８６９年に元素周期表を発表するま

でにはまだ時間がありますが、この三

つ組元素説はメンデレーエフが周期

律を発想する原点のひとつともなった

重要な発見となりました。

完成された周期表では、硫黄―セ

レン―テルルは第１６族に配置され、

地球（テルル）の上に月（セレン）がぽ

っかりと浮かんでいる様子が想像さ

れます。

２．素敵な先生ベルセリウス

ベルセリウスは、４歳の時に父を亡くし、その２年後に母はドイツ人の牧師と再婚し

図３．周期表第１６族の硫黄、セレンとテルル
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図４．月（満月）図４．月（満月）

ましたが、最期に産んだ子供が授乳期のときに亡くなりました。しかし、牧師の継父は

ベルセリウスにとって「模範的な徳と並はずれた学識があり、子どもの教育にふさわし

いまれな気質をそなえた男であり、慈悲深い父であった」と回想しています。継父と

暖かくて知的な少年時代を過ごしたベルセリウスは、この継父と家庭教師から初等

教育を受けてウプサラ大学で医学を学びました。しかし、次第に化学に興味を持つよ

うになり、２２歳の時に医学博士号を化学の領域で取得しました。所属していた教室

には、元素タンタルを発見していたアンデシュ・グスタフ・エーケベリ（１７６７‐１８１３）

が助手として働いていて、いろいろな化学技術を学んだようです。ベルセリウスは、ス

トックホルムへ移り開業しながら、カロリンスカ医学外科院の医学薬学の無給助手に

任命され、１８０７年に教授となり、ここで生涯を送りました。

ベルセリウスの講義は、印象的で精彩を放つようでしたので、ヨーロッパ各地から

大志を抱いた学生たちがストックホルムに集まり、彼の下で刺激を受けて素晴らしい

業績を残しました。代表的な門下生として、尿素を初めて合成したドイツのフリードリ

ヒ・ヴェーラー（１８００‐１８８２）、ウルトラマリンを合成したドイツのクリスチャン・ゴットフ

リート・グメリン（１７９２‐１８６０）、ランタン、テルビウム、エルビウムを発見したスウェー

デンのカール・グスタフ・モサンデル（１７９７‐１８５８）、バナジウムを発見したスウェー

デンのニルス・ガブリエル・セフストレーム（１７８７‐１８５４）、ニオブを発見したドイツの

ハインリヒ・ローゼ（１７９５‐１８６４）、リチウムを発見したスウェーデンのヨハン・オーガ

スト・アルフェドソン（１７９２‐１８４１）、化学反応の反応熱についてヘスの法則を発見

したロシアのジェルマン・アンリ・ヘス（１８０２‐１８５０）などが活躍しました。

ベルセリウムは、現在私たちが使っている元素記号を１文字または２文字のアルフ

ァベットで表わす表記法の提案、セレン、セリウム、トリウムの発見、さらに「タンパク

質」や「触媒」などの化学用語を考案したことでもよく知られています。

３．地球にもっとも近い天体が元素の名前になる

月は古代から知られ、地球のただ一つの

衛星です。地球から見ると、太陽に次いで明

るい天体です。月の直径は地球の約１／４

で、衛星としては大きいため、他の衛星とち

がって皆既日食や金環月食が見られます。

古代ギリシャの人々は、月食がおきるのは満

月の時であり、月の表面に丸い影が現れる

ために、地球は球体であることを知っていた

と言われています。地球が球体であることを

最初に唱えたのは、紀元前６世紀ごろ、ギリ

シャのピタゴラスとその学派の人たちであった
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とされているようです。

ギリシャ神話では、月の女神はセレーネであり、新元素名はベルセリウスによりセレン

（英語ではｓｅｌｅｎｉｕｍ）と名づけられました。叙事詩人ヘーシオドスの『神統記』によれ

ば、ティータン神族のヒュペリーオーンとテイアーの娘がセレーネであり、太陽神へーリ

オスと曙の女神エーホースと兄妹であるそうです。ギリシャ語の月は、セレーネです。

ローマ神話では、月の女神はセレーネに対してルナ（またはルーナ）とよばれていま

す。この名前は、月を示すフランス語のＬｕｎｅ（リュヌ）に用いられています。ラテン語

で月はｍｅｎｓｉｓ（月や暦）ですが、これは英語とドイツ語でそれぞれ月を示すＭｏｏｎと

Ｍｏｎｄ（モーント）の語源となっています。日本語の月の語源は古くから太陽と対をな

すものとされ、太陽の次に大きく夜に光り輝く存在として「つぎ、つく（次く）」とする考え

方が多いようです。
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